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開 発 の 趣

旨 ・ 目 的 

現在、昭和 40～50 年代に地すべり対策として設置されてきた、鋼製ライナープレート

集水井は、設置後 30 年を超過し、腐食等による劣化が著しく、維持管理作業に支障と

なるものも多く見られる。その中でも集落に隣接するものに対しての維持管理作業は

必須で、危険と隣り合わせで作業を行っているのが現実である。それに対し、この劣

化した集水井を更生する有効な工法は存在せず、集水井が維持できなくなれば砕石な

どで埋め殺し、新たな集水井を設置するしかないのが現状である。これらを解決すべ

く、既存施設の長寿命化、維持管理作業の安全確保を目的とし、本工法を開発した。 

技 術 の 

概 要 

既設集水井に対し、集水井本体を更生する為、一回り小さい「更生管（ポリエチレン

製大口径管）」を挿入する。次に、集排水機能の保全として、専用ソケットにて既設集

排水管との接続を行う。最後に、「更生管」背面に砕石もしくはモルタルにて裏込めを

行い更生完了となる。裏込めを砕石にすることで、湧水の集水も可能となり、現状と

同等以上の集水効果を発揮する。 

適 用 範 囲

( 条 件 ) 

・既設鋼製ライナープレート集水井に適用可能。 

・更生可能範囲はφ4000 以下、長さ（深度）は任意となる。 

・「更生管」の最大口径はφ3000。 

・閉塞、屈曲及び作業員が入れないものは適用不可。 

特 徴 
(メリット・デ

メ リ ッ ト ) 

【メリット】 

・「更生管」はポリエチレン製なので耐食性、耐薬品性に優れる。 

・既設集水井強度に依存せず、「更生管」自体が強度を有する(自立管)ので安全である。

・集排水を運用しながらの施工が可能である。 

【デメリット】 

・新設集水井と同様の作業ヤードが必要になる。 

・大口径管の運搬が必要になるので現場状況によっては、仮設道路もしくは仮設運搬

設備が必要になる 



説 明 図 

構 造 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既設集水井劣化状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      試験施工完了例             集水管接続例 
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農業農村整備事業における施工実績(最新１０件まで) 

事業名 事業主体(農政局、 
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工事名 施工年度 備考 

     

農業農村整備事業以外の施工実績(最新１０件まで) 

発注者 施工年度 工事名 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


